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項目 A B C 未回答

内訳 21 6 0 0

構成比％ 78% 22% 0% 0%

評価箇所数

27

荒廃した里山・平地林の整備



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 高-里-1 高崎市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林全伐
新規 里山林整備事業 高崎市

鳥獣害対策を目的とし、野生鳥獣の住処や隠れ場となっている整備されていない
森林の伐採・整備

1,560,900 1,560,000 19 20 10 9 39

R5 高-里-29 高崎市 里山・平地林 管理 継続 R4里山林整備事業（管理） 小高里山の会
里山林の伐採跡地について、継続的に刈り払い等を行うことで、野生鳥獣被害の
低減や生活環境の保全を図る

154,709 153,000 20 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 高-里-5 高崎市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林間伐・竹林全伐
新規 里山林、竹林整備事業 高崎市

鳥獣害対策を目的とし、野生鳥獣の住処や隠れ場となっている整備されていない
森林・竹林の伐採・整備

1,204,500 1,204,000 19 18 10 9 37

R5 高-里-30 高崎市 里山・平地林 管理 継続 R4里山林、竹林整備事業(管理) 長根自然を愛する会
里山林および竹林の伐採跡地について、継続的に刈り払い等を行うことで、野生鳥
獣被害の低減や生活環境の保全を図る

35,059 33,000 16 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 高-里-6 高崎市 里山・平地林
困難地整備支援

/竹林全伐
新規 竹林整備事業 高崎市

鳥獣害対策を目的とし、野生鳥獣の住処や隠れ場となっている整備されていない
竹林の伐採・整備

1,140,700 1,140,000 19 18 10 9 37

R5 高-里-31 高崎市 里山・平地林 管理 継続 R4竹林整備事業(管理) 長根自然を愛する会
竹林の伐採跡地について、継続的に刈り払い等を行うことで、野生鳥獣被害の低
減や生活環境の保全を図る

31,888 24,000 16 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 安-里-1 安中市 里山・平地林 整備／竹林全伐 新規 後閑城址竹林整備事業② 後閑の未来を考える会 地域団体による景観保全を目的とした後閑城址周辺の竹林整備 500,231 500,000 13 13 7 10 30

R5 安-里-5 安中市 里山・平地林 管理 継続 後閑城址竹林整備事業② 後閑の未来を考える会 後閑城址周辺の景観保全を目的とした刈り払いを行う 14,665 14,000 12 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 安-里-2 安中市 里山・平地林 整備／竹林全伐 新規 五料地区（西尾）竹林整備事業②
五料西区通学路を守る
会

地域団体による通学路の安全確保を目的とした竹林整備 90,190 90,000 16 14 7 10 31

R5 安-里-6 安中市 里山・平地林 管理 継続 五料地区（西尾）竹林整備事業②
五料西区通学路を守る
会

通学路の安全確保を目的とした刈り払いを行う 9,129 9,000 12 B B B B

成果

課題

9

市が整備した竹林の伐採跡地を継続的に刈り払い等を行うことで、野生鳥獣被害の低減が図られ、生活環境が保全された。

管理を維持していけるような体制作りが必要である。

判定
①＋②＋③

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

7 10

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

安中市－里山－R6－4

市が整備した竹林の伐採跡地を継続的に刈り払い等を行うことで、野生鳥獣被害の低減が図られ、生活環境が保全された。

評価番号
事業
年度

日照が回復し、冬期間の凍結がなくなり、安全な通学路の確保につながった。

代表が区長であるため、区長交代により事業取り組みに差が出る可能性がある。

高崎市－里山－R6－35

継続

5

10

評価番号

判定
①＋②＋③

4 安中市－里山－R6－3

Ⅱ－２効果Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

Ⅰ実績

判定
①＋②＋③

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名

計画
番号

市町村名

9

高齢化による組織の維持。後継者対策。

Ⅱ－２効果

県補助金
(円)

事業細区分
／細々区分

継続

Ⅱ－１効果

事業区分

2

10 9

7 10

Ⅱ－２効果

Ⅱ－２効果

現場の作業困難地については、とてもきれいに仕上がった。

判定
①＋②＋③

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

高崎市－里山－R6－36

Ⅰ実績

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

評価番号

1 高崎市－里山－R6－34

評価番号
事業
年度

県補助金
(円)

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

10

県補助金
(円)

管理を維持していけるような体制作りが必要である。

判定
①＋②＋③

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)
事業実施者もしくは
活動団体の名称

Ⅱ－１効果

事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

3

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

荒廃した竹林森林が整備・管理され、眺望が良くなった。

管理を長期間実施していけるような体制作りが必要。活動参加者の高齢化が進んでおり、急勾配での作業ができない。



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 上-里-4 上野村 里山・平地林 管理 新規 上野村里山景観整備事業 上野村 森林整備を実施し獣害防止と里山の景観美化を図る 210,000 85,000 12 12 6 9 27

R5 上-里-4 上野村 里山・平地林 管理 継続 上野村里山景観整備事業 上野村 地域住民による森林の刈り払いを行い、獣害防止と里山の景観美化を図る 210,000 85,000 12 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 富-里-1 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 市町村提案型事業 富岡市 野生鳥獣対策、景観改善、地域の安全安心を目的とした竹林整備 5,412,000 5,412,000 20 20 8 10 38

R5 富-里-8 富岡市 里山・平地林 管理 継続 市町村提案型事業 ミスの上里山を愛する会
整備した区域の景観を維持し、安全・安心な生活環境を保つため刈り払い等の管
理を行う

80,753 80,000 20 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 富-里-3 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援／
森林全伐・竹林全伐

新規 市町村提案型事業 富岡市 野生鳥獣対策、景観改善、地域の安全安心を目的とした森林・竹林整備 7,315,000 7,315,000 20 20 8 10 38

R5 富-里-10 富岡市 里山・平地林 管理 継続 市町村提案型事業 中井里山を守る会
整備した区域の景観を維持し、安全・安心な生活環境を保つため刈り払い等の管
理を行う

57,854 57,000 20 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 富-里-2 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林間伐・竹林全伐
新規 市町村提案型事業 富岡市 野生鳥獣対策、景観改善、地域の安全安心を目的とした森林・竹林整備 3,168,000 3,168,000 20 20 8 10 38

R5 富-里-9 富岡市 里山・平地林 管理 継続 市町村提案型事業 磨墨里山組合
整備した区域の景観を維持し、安全・安心な生活環境を保つため刈り払い等の管
理を行う

103,025 103,000 20 A A B A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 富-里-4 富岡市 里山・平地林
困難地整備支援

／森林全伐
新規 市町村提案型事業 富岡市 野生鳥獣対策、景観改善、地域の安全安心を目的とした森林 550,000 550,000 20 20 8 10 38

R5 富-里-11 富岡市 里山・平地林 管理 継続 市町村提案型事業 三ツ谷森林を守る会
整備した区域の景観を維持し、安全・安心な生活環境を保つため刈り払い等の管
理を行う

34,313 34,000 20 A A B A

成果

課題

8 10

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

6 上野村－里山－R6－3

6 9

判定
①＋②＋③

特になし。

判定
①＋②＋③

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)
継続 事業名評価番号

事業細区分
／細々区分

コストを抑え、管理（実施）体制を整えて事業が完了できた。

Ⅱ－１効果

県補助金
(円)

継続 事業名

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

Ⅰ実績

管理（実施）体制を整えて事業が実施できた。

特になし。

判定
①＋②＋③

判定
①＋②＋③

Ⅰ実績
計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

10

10

Ⅱ－２効果

8

Ⅱ－２効果Ⅰ実績

補助事業により事業が実施できた。期間をあけることなく事業実施していくことで、景観美化を推進することができた。

管理事業はこの先も継続して行く必要があるが、地域の整備担い手が減少しており、今後の活動が困難になってくる可能性がある。

Ⅱ－１効果
事業細区分
／細々区分

評価番号

評価番号

7 富岡市－里山－R6－6

事業
年度

8

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

8 富岡市－里山－R6－7

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

継続 事業名

特になし。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

評価番号
事業
年度

10

評価番号

10 富岡市－里山－R6－9

コストを抑え、管理（実施）体制を整えて事業が完了できた。

特になし。

9 富岡市－里山－R6－8

8

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 甘-里-1 甘楽町 里山・平地林
困難地整備支援／

森林間伐
新規 天王塚古墳山林整備 甘楽町

町道に隣接する森林整備により、地域住民の生活道路及び、小中学生の通学路
の安全確保と環境整備を図る

3,773,000 1,378,000 20 20 8 12 40

R5 甘-里-2 甘楽町 里山・平地林 管理 継続 天王塚古墳山林整備 笹森稲荷神社総代会 刈り払いを行うことにより、適正な道路の安全確保と環境整備を図る 29,205 28,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 甘-里-2 甘楽町 里山・平地林 管理 新規 水源の森整備 甘楽町 刈り払いを行うことにより、適正な道路の安全確保と環境整備を図る 1,107,000 294,000 20 20 8 12 40

R5 甘-里-3 甘楽町 里山・平地林 管理 継続 水源の森整備 甘楽町 刈り払いを行うことにより、適正な道路の安全確保と環境整備を図る 1,107,000 294,000 20 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 中-独-2 中之条町 独自提案 新規 矢場二日市線南森林伐採 中之条町 日照改善による道路凍結防止のための森林整備 8,679,000 4,115,000 14 15 8 12 35

R5 中-里-14 中之条町 里山・平地林 管理 継続 矢場二日市線南森林整備事業管理作業 平むつみ会 日照改善による道路凍結防止を目的とした森林の管理を行う 36,000 28,000 16 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 川-里-1 川場村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 川場村竹林整備事業(門前地区) 川場村

村による鳥獣被害対策と生活環境の改善、景観保全を目的とした荒廃した竹林の
整備を行う

130,000 130,000 16 14 8 12 34

R5 川－里-11 川場村 里山・平地林 管理 継続 川場村竹林管理事業（門前地区）
川場村竹林管理事業団
体

村により整備を行った箇所の刈り払い等により継続的な管理を行う 2,000 2,000 12 B A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 川-里-5 川場村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 川場村竹林整備事業(川場湯原地区) 川場村

村による鳥獣被害対策と生活環境の改善、景観保全を目的とした荒廃した竹林の
整備を行う

326,000 326,000 16 16 8 12 36

R5 川-里-19 川場村 里山・平地林 管理 継続 川場村竹林管理事業（川場湯原地区）
川場村竹林管理事業団
体

村により整備を行った箇所の刈り払い等により継続的な管理を行う 5,000 5,000 16 A A A A

成果

課題

整備後の状態を維持するために、定期的な打合せや効率的な施業、補助金の活用方法を模索し管理事業を進めた。

高齢化による管理事業の継続。

整備後の状態を維持するために、定期的な打合せや効率的な施業、補助金の活用方法を模索し管理事業を進めた。

高齢化による管理事業の継続。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

8 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

判定
①＋②＋③

11 甘楽町－里山－R6－3

8 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

狭隘な町道沿いにあり、枯れ木が覆い被さっていた危険な状況が改善され、見通しもよく安全な道路環境となった。

役員の高齢化に伴う保全管理の継続が不安。

Ⅰ実績

事業費
(円)

水源の森コースとして森林セラピーを実施するなど、生活環境保全林機能を生かした取り組みを行ったが、利用者にリラックスしてもらえる空間作りや景観の保全を行うために、業務委託を実施し適正な管理ができた。

面積も大きく、管理業務委託料も高額になるため、補助単価が上がるとありがたい。

8 12

13 中之条町－里山－R6－14

8 12

事業実施箇所の傾斜度により、町単独の補助率をかさ上げしている。

管理団体の高齢化から、今後の実施が困難になっていくと思われる。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果

県補助金
(円)

14 川場村－里山－R6－14

15 川場村－里山－R6－22

判定
①＋②＋③

12 甘楽町－里山－R6－8

8 12

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

Ⅰ実績

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 川-里-3 川場村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 川場村竹林整備事業(生品地区) 川場村

村による鳥獣被害対策と生活環境の改善、景観保全を目的とした荒廃した竹林の
整備を行う

392,000 392,000 16 16 8 12 36

R5 川-里-29 川場村 里山・平地林 管理 継続 川場村竹林管理事業（生品地区）
川場村竹林管理事業団
体

村により整備を行った箇所の刈り払い等により継続的な管理を行う 6,000 6,000 16 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 川-里-4 川場村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 川場村竹林整備事業(生品地区) 川場村

村による鳥獣被害対策と生活環境の改善、景観保全を目的とした荒廃した竹林の
整備を行う

261,000 261,000 16 16 8 12 36

R5 川-里-30 川場村 里山・平地林 管理 継続 川場村竹林管理事業（生品地区）
川場村竹林管理事業団
体

村により整備を行った箇所の刈り払い等により継続的な管理を行う 4,000 4,000 16 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 川-里-6 川場村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 川場村竹林整備事業(天神地区) 川場村

村による鳥獣被害対策と生活環境の改善、景観保全を目的とした荒廃した竹林の
整備を行う

16 16 8 12 36

R5 川-里-31 川場村 里山・平地林 管理 継続 川場村竹林管理事業
川場村竹林管理事業団
体

村により整備を行った箇所の刈り払い等により継続的な管理を行う 21,000 21,000 16 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 昭-里-7 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 昭和村森林整備事業（生越） 昭和村

村による地域の安心・安全な生活環境づくりと獣害防止、路面凍結防止を目的とし
た荒廃した竹林の整備を行う

4,400,000 4,400,000 14 14 8 9 31

R5 昭-里-22 昭和村 里山・平地林 管理 継続 生越森林管理事業 生越区
安心・安全な生活環境づくりと獣害防止、路面凍結防止を目的とした荒廃した整備
実施後の管理を地元自治会が継続する

68,000 68,000 B A B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 昭-里-8 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林間伐
新規 昭和村森林整備事業（長者久保） 昭和村

村による地域の安心・安全な生活環境づくりと獣害防止を目的とした荒廃した森林
の整備を行う

5,500,000 5,500,000 14 13 8 9 30

R5 昭-里-21 昭和村 里山・平地林 管理 継続 長者久保森林管理事業 長者久保区
安心・安全な生活環境づくりと獣害防止、路面凍結防止を目的とした荒廃した整備
実施後の管理を地元自治会が継続する

135,000 135,000 12 B A B B

成果

課題

整備後の状態を維持するために、定期的な打合せや効率的な施業、補助金の活用方法を模索し管理事業を進めた。

高齢化による管理事業の継続。

整備後の状態を維持するために、定期的な打合せや効率的な施業、補助金の活用方法を模索し管理事業を進めた。

高齢化による管理事業の継続。

管理団体が整備後の状態を維持するために、定期的な打合せや効率的な施業、補助金の活用方法を模索し管理事業を進めていた。

管理団体の高齢化による管理事業の継続。

例年継続的に管理作業を実施するなかで、特に道路脇を重点的に行うことにより、路面の雪解けのしやすさを維持できている。

特になし。

例年継続的に管理作業を実施するなかで、特に道路脇を重点的に行うことにより、路面の雪解けのしやすさを維持できている。

特になし。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

20 昭和村－里山－R6－18

8 9

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

19 昭和村－里山－R6－16

8 9

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

18 川場村－里山－R6－38

8 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

17 川場村－里山－R6－36

8 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

16 川場村－里山－R6－35

8 12

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 昭-里-5 昭和村 里山・平地林
困難地整備支援／

竹林全伐
新規 昭和村森林整備事業（宿） 昭和村

村による地域の安心・安全な生活環境づくりと獣害防止を目的とした荒廃した竹林
の整備を行う

3,597,000 3,597,000 14 13 8 9 30

R5 昭-里-20 昭和村 里山・平地林 管理 継続 宿森林管理事業 宿区
安心・安全な生活環境づくりと獣害防止、路面凍結防止を目的とした荒廃した整備
実施後の管理を地元自治会が継続する

51,000 51,000 12 B A B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-1
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援／
竹林全伐

新規 上牧地区里山整備事業 みなかみ町 町により荒廃した竹林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る 5,280,000 5,280,000 18 18 9 13 40

R5 み-里-22
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 上牧地区里山管理事業 戸倉組竹林整備組合

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

32,000 32,000 17 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-2
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援／
竹林全伐

新規 小川森原地区里山整備事業 みなかみ町 町により荒廃した竹林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る 3,905,000 3,905,000 18 18 9 13 40

R5 み-里-34
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 小川森原地区里山管理事業

小川森原地区里山保全
会

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

67,000 67,000 17 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-3
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援／
竹林全伐

新規 恋越地区里山整備事業 みなかみ町 町により荒廃した竹林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る 13,585,000 13,585,000 18 18 9 13 40

R5 み-里-35
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 恋越地区里山管理事業 西峰須川恋越地区

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

231,000 231,000 17 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-4
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援／
竹林全伐

新規 新巻地区里山整備事業 みなかみ町 町により荒廃した竹林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る 11,770,000 11,770,000 18 18 9 13 40

R5 み-里-36
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 新巻地区里山管理事業 新巻大島地区

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

200,000 200,000 18 A A A A

成果

課題

景観が改善され、住民の安全や獣害被害の心配が解消された。

現状を保つため、適切に管理を実施する。

景観が改善され、住民の安全や獣害被害の心配が解消された。

現状を保つため、適切に管理を実施する予定である。

道路沿いに竹が被さり繁り、地域の方々が利用するエリアが以前は暗く雪の重さで垂れ下がり、通行にも支障があったが、解消された。また、鳥獣の住処となり、獣害被害も多かったが、鳥獣の目撃も減っている。住民が安心して生活できるようになった。

現状を保つため、適切に管理を実施する予定である。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

25 みなかみ町－里山－R6－36

9 13

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

24 みなかみ町－里山－R6－35

9 13

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

22 みなかみ町－里山－R6－33

9 13

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

民家回りの竹が被さり繁り、集落全体が暗かったが、事業後は、明るくなり、住環境が改善された。

現状を保つため、適切に管理を実施する予定である。

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

21 昭和村－里山－R6－19

8 9

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

例年継続的に管理作業を実施するなかで、特に道路脇を重点的に行うことにより、路面の雪解けのしやすさを維持できている。

特になし。

9 13

23

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

みなかみ町－里山－R6－34



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-5
みなかみ

町
里山・平地林

困難地整備支援／
森林間伐・竹林全伐

新規 師地区里山整備事業 みなかみ町 町により荒廃した森林・森林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る 770,000 770,000 18 18 9 13 40

R5 み-里-37
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 師地区里山管理事業 師区

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

20,000 20,000 17 A A A A

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ③平均

R4 み-里-6
みなかみ

町
里山・平地林

整備／
竹林全伐

新規 須川細尾地区里山整備事業
須川・笠原里山整備保
存会

荒廃竹林を整備し、景観保全及び周辺住民の安全対策を図る。 950,000 950,000 17 17 9 13 39

R5 み-里-38
みなかみ

町
里山・平地林 管理 継続 須川細尾地区里山管理事業

須川・笠原里山整備保
存会

景観保全及び周辺住民の安全対策のため、整備後の区域の刈り払いを実施し管
理行う

95,000 95,000 17 A A A A

成果

課題

景観が改善され、住民の安全や獣害被害の心配が解消された。

現状を保つため、適切に管理を実施する予定である。

地元で数カ所、当事業を実施しているため、効率を考えながら実施している。

現状を保つため、適切に管理を実施する。

事業細区分
／細々区分

継続

Ⅱ－２効果

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要

判定
①＋②＋③

9 13

27 みなかみ町－里山－R6－38

継続 事業名

Ⅱ－１効果

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

Ⅱ－１効果

Ⅱ－２効果
判定

①＋②＋③

26 みなかみ町－里山－R6－37

9 13

事業費
(円)

県補助金
(円)

Ⅰ実績

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

事業名



項目 A B C 未回答

内訳 1 0 0 0

構成比％ 100% 0% 0% 0%

森林環境教育・普及啓発

評価箇所数

1



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ②平均

R4 み-教-3 みどり市
森林環境教
育・普及啓発

普及啓発／
ふれあい

新規 森林に学ぶ親子つり教室 みどり市
座学による森林環境教育及び河川での釣りを通して、河川を取り
巻く環境である森林の実態、役割、保護の重要性を学ぶ

76,092 76,000 20 20 10 12 42

R5 み-教-3 みどり市
森林環境教
育・普及啓発

普及啓発 継続 森林に学ぶ親子つり教室 みどり市
座学による森林環境教育及び河川での釣りを通して、河川を取り
巻く環境である森林の実態、役割、保護の重要性を学ぶ

60,000 60,000 19 A A A A

成果

課題

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果
県補助金

(円)

Ⅰ実績
計画
番号

市町村名 事業区分
判定

①＋②＋
③

10 12

みどり市全市を対象として募集し、笠懸から大間々までの小学生及びその保護者が参加した。森林や河川にふれあう機会が著しく減少する昨今において、河川に入る際の安全確保やルール、生き物とのふれあい方、森林の役割などを啓発することができた。安全性の確保やきめの細かい指導について、漁協の協力
を得て多くの講師を確保し実施した。公民館事業としては、親子を対象として親子間のふれあい、みどり市の自然風物を紹介する学びの場が提供できた。

昨年度と比較し、参加者が減少した。内訳をみると比率上低学年の参加者が多く、高学年でつりに興味のある子どもが一巡した結果と考えられる。今後、つりの内容を変更して（例：ピストンつり→ルアーフィッシング）中級向けとするか、低学年向けに特化した内容とするなど、傾向を踏まえながら内容の再検討をした
い。

事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
事業細区分
／細々区分

継続 事業名

1 みどり市－教育－R6－3

評価番号
事業
年度



項目 A B C 未回答

内訳 1 1 0 0

構成比％ 50% 50% 0% 0%

貴重な自然環境の保護・保全

評価箇所数

2



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ②平均

R4 安-自-1 安中市
自然環境保

護・保全
活動支援 新規 安中市のフジバカマ保護・保全活動事業 地域づくり団体 未来塾

群馬県で絶滅のおそれのあるフジバカマの生息地の保護、並び個体数
を増やすため移植を行う

309,567 309,000 14 14 7 10 31

R5 安-自-1 安中市
自然環境保

護・保全
活動支援 継続 安中市のフジバカマ保護・保全活動事業 地域づくり団体 未来塾

群馬県で絶滅のおそれのあるフジバカマの生息地の保護活動を実施す
る

209,029 209,000 14 B B B B

成果

課題

補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ②平均

R4 安-自-2 安中市
自然環境保

護・保全
付帯施設の整備 新規 安中市のフジバカマ保護・保全活動事業 地域づくり団体 未来塾

群馬県で絶滅のおそれのあるフジバカマの生息地の保護、並び個体数
を増やすため移植を行ことに際し、木柵、看板等の設置を行う

148,767 74,000 15 15 7 10 32

R5 安-自-2 安中市
自然環境保

護・保全
付帯施設の整備 継続 安中市のフジバカマ保護・保全活動事業 地域づくり団体 未来塾

群馬県で絶滅のおそれのあるフジバカマの生息地の保護、並び個体数
を増やすため移植を行ことに際し、木柵、看板等の設置を行う

565,228 250,000 14 A B B A

成果

課題

県補助金
(円)

2 安中市－自然－R6－2

7

フジバカマの匂い袋とリーフレットを設置したことにより、フジバカマとアサギマダラの希少性等を知ってもらうことができた。

10

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

7

Ⅰ実績

10

小学校と連携し、移植作業を小学生ともに行うことができ、環境教育事業も行うことができた。

評価番号
事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

Ⅱ－１効果 Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③

1 安中市－自然－R6－1

Ⅰ実績
事業細区分
／細々区分

継続 事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③
評価番号

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分

Ⅱ－１効果
県補助金

(円)



項目 A B C 未回答

内訳 1 0 0 0

構成比％ 100% 0% 0% 0%

独自提案事業

評価箇所数

1



補助
(自己評価)

①平均 地域 ②平均 地域 ②平均

R4 高-独-2 高崎市 独自提案 新規
クビアカツヤカミキリ駆除事業（薬剤樹幹注
入）

高崎市
クビアカツヤカミキリ被害の拡大防止を図るため、樹幹注
入による対策を進める

2,428,800 1,214,000 19 19 10 9 38

R5 高-独-2 高崎市 独自提案 継続
クビアカツヤカミキリ駆除事業（薬剤樹幹注
入）

高崎市
クビアカツヤカミキリ被害の拡大防止を図るため、樹幹注
入による対策を進める

2,431,000 1,215,000 19 A A B A

成果

課題

Ⅱ－２効果 判定
①＋②＋

③
評価番号

事業
年度

計画
番号

市町村名 事業区分
事業細区分
／細々区分

継続

Ⅰ実績 Ⅱ－１効果

事業名
事業実施者もしくは
活動団体の名称

事業概要
事業費

(円)
県補助金

(円)

薬剤の樹幹注入による駆除・防除ができる被害対象木がサクラに限られているため、他の被害対象木（ウメ、モモ等）についての対策が図れないため、十分な被害防止策を講じることが難しい。

1 高崎市－独自－R6－15

10 9

本事業により、被害地域におけるクビアカツヤカミキリの被害の拡大を防ぐことが出来た。


